
福井商工会議所では、そばとバール（酒場）を組み合わせた SOBARプロジェクト を展開しています。
本コーナーではSOBAR参加店舗から 店主おすすめの逸品そば をご紹介します。

山楽亭
さん  らく てい

平寺参道に店を構える山楽亭は現在3代目が店
を切り盛りしています。ミニヒレカツ丼セット

はそばとソースカツ丼と胡麻豆腐が楽しめる、観光客
に人気のメニュー。そばは同店用に製粉された永平寺
産そば粉を手打ちした太めの田舎蕎麦。あまじょっぱ
い濃い出汁と相まって箸が進みます。同店は生醤油そ
ばという醤油をかけて食べるメニューも目玉。そばの
風味がより一層感じられる逸品です。代々受け継がれ
た伝統の味をぜひ。

税込2,100円

税込2,800円

◉ミニヒレカツ丼セット　税込1,320円

食べ比べおろし、越前岬 
180ml、胡麻豆腐、寒干大
根2個

福そば

HPはこちら

住　　所：吉田郡永平寺町志比 23-31-10
電話番号：0776-63-3023
定 休 日：金曜日

永

越
前
お
ろ
し

S
O
B
A
R

探
訪
記

ソバール
メニュー!

◉天ざるそば　税込1,400円

HPはこちら

住　　所：福井市中央 1-22-1
電話番号：0776-22-4640
定 休 日：水曜日、第 3火曜日

井駅近くで、たくさんの福井名物が味わえる福
そば。これからの季節にぴったりの「天ざるそ

ば」は、さっぱりしつつも深い出汁がじんわり沁みる
一品です。そばは福井県産と北海道産をブレンドし、
出汁はその日使う分だけを丁寧に仕込みます。天ぷら
も、注文を受けてから揚げるこだわりよう。すべてが
調和した美味しさです。街歩きの合間のひと休みや、
県外からの来客のおもてなし、お酒と一緒に楽しむひ
とときを。

福

おろしそば、黒龍300ml、
鯖寿し2貫、ひとくちソース
カツ2枚

ソバール
メニュー!
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仲
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神社奥に木曽義仲本陣跡伝承地の
碑が建てられている▶︎

▲寛平 3年（891）に京の石清水八幡宮から勧請されたものと伝わる▲寛平 3年（891）に京の石清水八幡宮から勧請されたものと伝わる
　大塩八幡宮　大塩八幡宮

▲中腹の「大塩山城趾」碑、近く
に見晴らしの良い展望所がある

▲山頂一帯（大塩城主郭）

　

源
平
合
戦
の
際
、
木
曽
義
仲
は
倶
利
伽

羅
峠
の
戦
い
で
平
氏
に
勝
利
し
、
そ
の
後
、

上
洛
の
た
め
北
陸
道
を
南
下
し
て
越
前
国

府
（
武
生
）
に
入
り
、
大
塩
八
幡
宮
の
境
内

に
本
陣
を
置
い
た
。
寿じ
ゅ
え
い永
２
年（
１
１
８
３
）

６
月
の
こ
と
で
あ
る
。
神
社
の
奥
に
は
義

仲
の
本
陣
跡
伝
承
地
の
石
碑
が
建
て
ら
れ

て
、
伝
承
に
つ
い
て
の
案
内
板
、
堀
切
跡

の
碑
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

義
仲
は
こ
こ
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
、
京

の
情
勢
把
握
や
入
洛
に
向
け
た
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、
７
月
に
は
入
洛
し
て
い
る
。

　

こ
の
地
が
再
び
歴
史
に
登
場
す
る
の

は
、
南
北
朝
の
争
乱
で
あ
る
。
建
武
３
年

（
１
３
３
６
）
10
月
、
新
田
義
貞
ら
新
田

軍
は
越
前
に
下
り
、
宮
方
（
南
軍
）
と
し

て
越
前
守
護
・
足
利
尾
張
守
（
斯し

ば波
）
高た
か

経つ
ね

と
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
義
貞
が
立
て

籠
も
っ
た
金
ヶ
崎
城
が
足
利
軍
の
攻
撃
に

よ
り
落
城
す
る
と
、
こ
れ
を
見
届
け
た
う

え
で
高
経
は
上
洛
し
た
。
し
か
し
義
貞
は
、

落
城
に
先
立
っ
て
杣
山
へ
脱
出
し
て
お
り
、

高
経
不
在
の
間
隙
を
縫
っ
て
越
前
国
内
で

兵
を
募
り
、
反
撃
の
準
備
を
進
め
た
。

　

こ
の
情
勢
を
受
け
て
高
経
は
府
中（
武
生
）

の
新
善
光
寺
城
に
戻
り
、新
田
軍
と
対
峙
し
、

日
野
川
の
合
戦
に
至
っ
た
。
激
戦
と
な
り
容

易
に
勝
負
が
つ
か
な
い
な
か
、
新
田
軍
の
一

部
は
、
高
経
の
拠
点
で
あ
る
府
中
に
火
を
放

ち
、
高
経
を
「
足
羽
の
城
」
へ
追
い
や
る
成

果
を
挙
げ
た
。
大
塩
城
か
ら
出
撃
し
た
兵
も

こ
の
戦
い
に
加
わ
っ
た
。

　

し
か
し
、つ
づ
く
「
足
羽
七
城
で
の
戦
い
」

の
最
中
、
義
貞
は
灯
明
寺
畷
で
戦
死
し
、
新

田
軍
は
崩
壊
し
た
。
義
貞
の
弟
脇わ
き

屋や

義よ
し
す
け
助
は

残
っ
た
兵
を
ま
と
め
、
府
中
や
杣
山
へ
退
い

て
再
起
を
図
っ
た
。
義
助
は
そ
の
後
、「
足

羽
の
城
」
を
再
び
攻
撃
し
、
高
経
を
一
時
的

に
加
賀
へ
退
か
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、

北
軍
は
、
援
軍
の
到
着
と
と
も
に
反
撃
に
転

じ
、
次
第
に
戦
況
は
北
軍
優
位
に
展
開
し
て

い
く
。
府
中
か
ら
妙
法
寺
、
大
塩
な
ど
こ
の

一
帯
は
、
杣
山
を
拠
点
と
す
る
南
軍
と
北
軍

の
戦
闘
の
最
前
線
と
な
っ
た
。

　

暦り
ゃ
く
お
う応３
年
（
１
３
４
０
）
の
秋
に
は
、
北

軍
は
府
中
を
奪
還
し
、
さ
ら
に
府
中
か
ら
杣

山
に
か
け
て
の
妙
法
寺
城
、
大
塩
城
、
さ
ら

に
脇
屋
義
助
が
籠
も
る
平
ひ
ら
ぶ
き葺
城
も
次
々
に
落

と
し
、
義
助
を
美
濃
へ
敗
走
さ
せ
た
。
翌
年

に
は
、
北
軍
は
な
お
も
抵
抗
を
続
け
て
い
た

杣
山
城
と
大
滝
城
を
攻
略
し
、
こ
の
地
の
南

軍
を
掃
討
し
た
。
最
後
ま
で
抵
抗
し
て
い
た

畑
時
能
も
伊
地
知
山
に
て
憤
死
し
、
こ
こ
に

越
前
の
南
軍
勢
力
は
一
掃
さ
れ
た
。

　

大
塩
城
は　

大
塩
八
幡
宮
の
背
後
の
矢
谷

山
に
築
か
れ
、
木
曽
義
仲
の
本
陣
伝
承
地
か

ら
25
分
ほ
ど
登
る
と
展
望
所
と
呼
ば
れ
る
小

高
い
尾
根
に
到
着
す
る
。
こ
こ
に
は
「
大
塩

山
城
趾
」
の
石
柱
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
尾
根
づ
た
い
に
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
進

ん
だ
山
頂
に
主
郭
が
あ
る
。
近
く
に
は
大
き

な
堀
切
も
残
さ
れ
、
頂
上
周
辺
は
人
を
寄
せ

付
け
な
い
ほ
ど
の
急
斜
面
と
な
っ
て
い
る
。

（
文　

奥
山
秀
範
）


